
医
療
改
革
読
売
新
聞
社
の
提
言
 
 

医
師
不
足
国
な
ど
に
よ
る
医
療
の
崩
壊
を
防
ぎ
、
信
頼
で
き
る
 
 

医
療
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
読
売
新
聞
社
は
改
革
へ
の
 
 

提
言
を
ま
と
め
た
。
お
産
、
救
急
医
療
、
認
知
症
の
介
護
な
ど
が
安
 
 

心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
直
ち
に
実
施
す
べ
き
「
緊
急
対
策
5
項
 
 

目
」
と
、
中
長
期
に
わ
た
る
「
構
造
改
革
5
本
の
柱
（
2
1
項
目
）
」
 
 

か
ら
な
る
。
提
言
は
、
医
師
不
足
の
地
域
や
診
療
科
に
若
手
医
師
を
 
 

計
画
的
に
配
置
す
る
の
を
は
じ
め
、
医
師
派
遣
を
調
整
す
る
公
的
機
 
 

関
を
創
設
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
財
源
と
し
て
、
2
0
1
1
年
産
 
 

ま
で
に
消
費
税
を
「
社
会
保
障
税
」
に
切
り
替
え
て
、
税
率
を
1
0
％
 
 

に
引
き
上
げ
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。
 
 
 

医
師
を
全
国
に
計
画
配
置
 
 

公
的
派
遣
機
関
を
創
設
 
 

介
護
報
酬
引
き
上
げ
 
 

読
売
新
聞
社
は
、
編
集
局
、
論
 
 

説
委
員
会
、
調
査
研
究
本
部
の
専
 
 

門
記
者
に
よ
る
社
会
保
障
研
究
会
 
 

を
編
成
し
、
有
識
者
と
の
意
見
交
 
 

換
や
、
医
療
、
介
護
現
場
の
取
材
 
 

を
通
じ
、
医
療
・
介
護
の
改
革
に
 
 

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
今
回
の
 
 

提
言
は
、
年
金
改
革
提
言
（
2
0
 
 

0
8
年
4
月
）
に
続
き
、
超
少
子
 
 

高
齢
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
医
療
・
 
 

介
護
の
社
会
保
障
の
方
策
を
打
ち
 
 

出
し
た
も
の
だ
。
 
 

夜
間
に
救
急
搬
送
さ
れ
て
き
た
患
者
の
状
態
を
調
べ
る
医
師
（
9
月
1
8
日
、
東
京
・
 
 

墨
田
区
の
都
立
墨
東
病
院
で
）
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医
療
・
介
護
は
国
民
全
体
が
使
 
 

う
公
共
財
で
あ
り
、
医
療
を
提
供
 
 

す
る
側
、
利
用
す
る
患
者
側
と
も
 
 

に
ル
ー
ル
が
必
要
、
と
の
認
識
に
 
 

立
っ
て
い
る
。
 
 
 

ま
ず
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
な
 
 

の
が
、
医
師
不
足
対
策
だ
。
 
 
 

医
師
不
足
が
問
題
化
し
た
の
は
、
 
 

2
0
0
4
年
度
に
始
ま
っ
た
医
師
 
 

の
新
た
な
臨
床
研
修
制
度
（
義
務
 
 

研
修
）
が
き
っ
か
け
だ
。
研
修
先
 
 

と
し
て
、
出
身
大
学
で
は
な
く
、
 
 

都
市
部
の
有
力
病
院
を
選
ぶ
新
人
 
 

医
師
が
増
え
、
地
方
の
大
学
病
院
 
 

な
ど
の
人
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ
 
 

政府に対する要望  

（内閣府世論調査、2008年9月公表）  
医療・年金等  

の社会保障…‥  

構造改革  

高齢社会対策   

物価対策‥‥……   

景気対策……＝…   

雇用・労働問題   

自然環境の保護   

犯罪対策……  

72i8％  

57．2  

56．7  

56．1  

44．7  

39．3  

38．3   

33．9   

32．8   

た
。
医
師
が
、
勤
務
す
る
診
療
科
 
 

や
地
域
を
自
由
に
選
べ
る
た
め
、
 
 

偏
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
医
師
の
研
修
先
を
自
 
 

由
選
択
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
 
 

地
域
・
診
療
科
ご
と
に
定
員
を
定
 
 

め
、
計
画
的
に
配
置
す
る
よ
う
制
 
 

度
を
改
め
る
。
対
象
は
、
義
務
研
 
 

修
を
終
え
た
後
、
専
門
医
を
目
指
 
 

し
て
3
～
5
年
間
の
後
期
研
修
を
 
 

受
け
る
若
手
医
師
と
す
る
。
そ
の
 
 

た
め
、
地
域
の
病
院
に
医
師
を
派
 
 

遣
し
て
き
た
大
学
医
局
に
代
わ
り
、
 
 

医
師
配
置
を
行
う
公
的
機
関
を
創
 
 

設
す
る
。
 
 

税制改革………‥  

教育改革・……．  
青少年対策  

少子化対策…‥  
産
科
、
小
児
科
な
ど
医
師
不
足
 
 

が
深
刻
な
分
野
で
は
、
病
院
の
医
 
 

師
は
当
直
明
け
で
日
勤
を
こ
な
す
 
 

な
ど
厳
し
い
勤
務
を
強
い
ら
れ
て
 
 

い
る
。
医
師
を
増
や
す
な
ど
で
過
 
 

重
勤
務
を
緩
和
す
る
こ
と
が
必
要
 
 

だ
が
、
開
業
医
に
比
べ
て
勤
務
医
 
 

の
給
与
が
低
い
こ
と
も
問
題
だ
。
 
 

激
務
に
見
合
っ
た
報
酬
を
得
ら
れ
 
 

る
よ
う
、
緊
急
に
診
療
報
酬
を
改
 
 

定
し
て
待
遇
を
改
善
す
べ
き
だ
。
 
 
 

妊
婦
ら
救
急
患
者
が
何
か
所
も
 
 

の
病
院
で
受
け
入
れ
を
断
ら
れ
る
 
 

「
た
ら
い
回
し
」
の
背
景
に
は
、
救
 
 

急
病
院
の
人
員
が
不
十
分
な
こ
と
 
 

が
あ
る
。
地
域
の
 
 

開
業
医
が
交
代
で
 
 

病
院
に
詰
め
て
救
 
 

急
医
療
に
参
加
す
 
 

る
体
制
を
、
早
急
 
 

に
整
え
る
べ
き
 
 

だ
。
中
長
期
的
に
 
 

は
、
救
急
病
院
 
 

「
E
R
」
を
全
国
 
 

4
0
0
か
所
程
度
 
 

に
整
備
す
る
。
 
 
 

医
師
や
医
療
機
 
 関

に
よ
る
治
療
技
術
の
格
差
を
是
 
 

正
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。
学
会
が
 
 

認
定
し
て
い
る
専
門
医
制
度
は
、
 
 

技
量
を
厳
し
く
評
価
す
る
仕
組
み
 
 

に
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
医
療
事
故
の
原
因
を
 
 

究
明
し
、
再
発
防
止
に
生
か
す
医
 
 

療
事
故
調
査
委
員
会
の
設
置
を
急
 
 

ぐ
べ
き
だ
。
 
 
 

高
齢
化
で
、
認
知
症
や
寝
た
き
 
 

り
の
患
者
が
急
増
し
、
重
い
介
護
 
 

負
担
に
苦
し
む
家
族
は
多
い
。
だ
 
 

が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
報
 
 

酬
が
抑
え
ら
れ
た
結
果
、
介
護
職
 
 

員
の
給
与
は
低
く
、
離
職
者
が
相
 
 

次
ぎ
、
人
材
不
足
が
深
刻
だ
。
介
 
 

護
施
設
の
経
営
も
悪
化
し
て
い
る
。
 
 
 

介
護
報
酬
を
緊
急
に
引
き
上
げ
 
 

て
職
員
の
待
遇
と
施
設
経
営
を
改
 
 

善
し
、
介
護
を
受
け
ら
れ
な
い
 
 

「
介
護
難
民
」
が
出
る
の
を
防
ぐ
べ
 
 

き
だ
。
簡
単
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
 
 

行
う
高
齢
者
向
け
の
ケ
ア
付
き
住
 
 

宅
を
今
後
1
0
年
で
倍
増
さ
せ
る
必
 
 

要
も
あ
る
。
 
 
 

医
療
、
介
護
の
現
場
が
危
機
に
 
 

直
面
し
て
い
る
の
は
、
社
会
保
障
 
 

費
に
つ
い
て
、
政
府
が
予
算
編
成
 
 

で
、
高
齢
化
に
よ
る
自
然
増
分
 
 

（
年
約
8
0
0
0
億
円
）
を
毎
年
2
 
 

2
0
0
億
円
抑
制
し
て
き
た
こ
と
 
 

が
一
因
だ
。
不
必
要
な
歳
出
を
削
 
 

る
と
同
時
に
、
超
少
子
高
齢
社
会
 
 

に
必
要
な
施
策
に
は
財
源
を
投
入
 
 

す
べ
き
で
あ
り
、
や
み
く
も
な
抑
 
 

制
路
線
は
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
 
 

。
 
 
 

財
源
に
つ
い
て
は
、
本
紙
の
年
 
 

金
改
革
提
言
で
提
案
し
た
よ
う
に
、
 
 

消
費
税
を
目
的
税
化
し
て
税
率
 
 

1
0
％
の
「
社
会
保
障
税
」
と
す
べ
 
 

き
で
あ
る
。
 
 

団医師不足  
全国医学部長病院長会議のまとめによると、2004年  

度の研修義務化以前は、新人医師の7割が大学に残って  
いたのに対し、義務化後は5割に減少。特に東北、四国  

地方などでは3割前後と激減した。人手不足に陥った大  
学医局は、他の医療機関に派遣していた医師を引き揚  
げ、医師不足が顕在化した。日本医師会の調査では、  
大学医局の77％が、約3000医療機関への医師の派遣  

中止や減員を行い、約500施設が診療科の閉鎖を余儀  

なくされた。  
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直ちに実施すべき緊急対策5項目  

口
医
師
不
足
解
消
 
 
 

若
手
医
師
を
計
画
配
置
し
よ
う
 
 

8
た
ら
い
回
し
防
止
 
 
 

開
業
医
も
病
院
救
急
に
積
極
参
加
 
 

由
病
院
勤
務
医
 
 
 

激
務
に
見
合
う
給
与
引
き
上
げ
 
 

ロ
高
齢
者
ケ
ア
 
 
 

介
護
の
職
員
・
施
設
に
手
厚
い
支
援
を
 
 

旧
社
会
保
障
費
 
 
 

抑
制
一
本
や
り
を
転
換
せ
よ
 
 

小
児
科
、
産
科
、
救
急
や
、
地
方
の
 
 

病
院
で
深
刻
な
医
師
不
足
が
起
き
て
い
 
 

る
原
因
の
一
つ
に
、
医
師
が
、
勤
務
す
 
 

る
診
療
科
や
地
域
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
 
 

が
で
き
る
た
め
、
激
務
の
診
療
科
や
地
 
 

方
の
医
療
機
関
を
敬
遠
し
が
ち
な
こ
と
 
 

が
あ
る
。
 
 
 

医
師
の
配
達
に
は
、
小
児
科
、
産
科
 
 

が
少
な
い
な
ど
診
療
科
ご
と
の
偏
り
 
 

若
手
医
師
を
 
 

計
画
配
置
し
よ
う
 
 

と
、
都
市
と
地
方
の
地
域
間
の
偏
り
と
 
 

い
う
「
二
つ
の
偏
在
」
が
あ
る
。
そ
の
 
 

解
消
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
。
 
 
 

た
だ
、
す
で
に
専
門
の
診
療
科
で
勤
 
 

務
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
医
師
に
、
他
の
 
 

診
療
科
に
移
る
よ
う
求
め
る
の
は
、
現
 
 

実
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
、
 
 

専
門
医
を
目
指
し
て
研
修
を
受
け
る
若
 
 

手
医
師
を
、
計
画
的
に
配
置
す
る
べ
き
 
 だ

。
 
 
 

医
師
の
研
修
は
現
在
、
医
師
免
 
 

許
殴
の
取
得
後
、
外
科
、
内
科
な
ど
 
 

を
幅
広
く
回
る
義
務
研
修
（
初
期
研
修
）
 
 

が
2
年
間
行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
 
 

専
門
医
を
目
指
す
場
合
は
、
3
～
5
年
 
 

間
の
後
期
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

そ
こ
で
今
後
、
後
期
研
修
を
受
け
る
 
 

若
手
医
師
に
つ
い
て
、
研
修
先
を
自
由
 
 

選
択
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
・
 
 

診
療
科
ご
と
に
定
員
を
定
め
て
、
計
画
 
 

的
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
す
る
よ
う
制
 
 

度
を
改
め
る
。
 
 
 

現
在
、
人
口
当
た
り
の
医
師
数
は
、
 
 

東
京
、
大
阪
な
ど
に
多
く
、
東
北
地
方
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5つの緊急対策  

な
ど
で
少
な
い
。
さ
ら
に
、
同
一
県
内
 
 

で
も
、
喋
庁
や
天
草
医
学
部
の
あ
る
都
 
 

市
に
は
多
く
、
小
都
市
や
郡
部
で
少
な
 
 

い
。
こ
う
し
た
地
域
内
の
格
差
解
消
も
 
 

求
め
ら
れ
る
。
 
 
 

国
は
早
急
に
、
各
地
の
医
師
不
足
の
 
 

状
況
を
調
査
し
た
う
え
、
学
会
、
大
学
、
 
 

基
幹
病
院
、
自
治
体
な
ど
と
も
協
議
し
 
 

て
、
都
道
府
県
・
診
療
科
ご
と
に
、
後
 
 

期
研
修
の
定
員
枠
を
定
め
る
べ
き
だ
。
 
 
 

若
手
医
師
の
進
路
の
決
定
に
あ
た
っ
 
 

て
は
、
医
師
の
希
望
を
聞
い
た
う
え
で
、
 
 

地
域
・
診
療
科
の
定
員
枠
を
上
回
っ
た
 
 

場
合
に
は
、
医
師
を
第
2
希
望
以
降
の
 
 

地
域
・
診
療
科
へ
と
計
画
的
に
配
置
す
 
 

る
。
強
制
や
義
務
で
は
な
く
、
医
師
の
 
 

希
望
と
意
欲
を
生
か
す
配
置
の
仕
組
み
 
 

が
求
め
ら
れ
る
。
 
 
 

配
置
さ
れ
た
若
手
医
師
は
、
大
学
病
 
 

院
を
は
じ
め
と
し
た
各
都
道
府
県
の
基
 
 

幹
病
院
に
勤
務
し
、
専
門
医
に
な
る
た
 
 

逗医師免罰  
医師が診療行為を行うのに必要な  

国家資格。毎年、国家試験が行わ  
れ、2007年度は受験者8535  
人に対し合格者7733人で、合格  
率90．6％。免許があれば、原則  
として、どの診療科の看板を掲げ  

てもよい。免許の更新や定年はな  
い。  

都
道
府
県
別
の
人
口
ー
∩
＝
U
O
人
あ
た
り
医
師
数
 
 

め
の
後
期
研
修
を
受
け
る
。
 
 
 

こ
う
し
て
地
域
の
中
核
病
院
の
医
師
 
 

数
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
 
 

れ
ら
の
病
院
か
ら
、
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
 
 

医
師
を
医
療
過
疎
地
域
へ
派
遣
す
る
こ
 
 

と
が
可
能
と
な
る
。
 
 
 

初
期
研
修
で
の
医
師
配
置
に
も
配
慮
 
 

が
い
る
。
毎
年
8
0
0
0
人
近
い
新
人
 
 

医
師
が
初
期
研
修
を
受
け
る
が
、
研
修
 
 

を
行
う
病
院
は
⊥
0
0
0
か
所
以
上
あ
 
 

り
、
募
集
定
員
は
全
国
で
計
約
⊥
万
⊥
 
 

5
0
0
人
に
上
る
。
こ
の
た
め
、
地
方
 
 

で
は
大
学
病
院
な
ど
に
大
幅
な
定
員
割
 
 

れ
が
起
き
、
医
師
不
足
が
加
速
し
て
い
 
 

る
。
都
市
部
を
中
心
に
総
定
員
を
減
ら
 
 

し
、
地
方
の
病
院
の
定
員
割
れ
を
解
消
 
 

す
べ
き
だ
。
 
 
 

同
時
に
、
研
修
の
水
準
を
維
持
す
る
 
 

た
め
、
研
修
の
実
施
は
指
導
体
制
の
整
 
 

っ
た
病
院
に
限
定
す
る
必
要
も
あ
る
。
 
 

北海道符節藍  
青 森琶窯業琵竺置  

岩 手潤註志茅き  

宮 城描琵清野琵 
秋 田 
山 形 
福 島密脚  

埼 玉努脚顧野  

干 葉間驚  
東 京 
神奈川 
新 潟 
冨 山 

へ
い
そ
く
 
 
 

「
う
－
ん
、
腸
閉
塞
の
可
能
性
も
あ
る
 
 

の
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
ま
し
ょ
う
か
」
 
 
 

9
月
1
日
午
後
9
時
。
広
島
県
尾
道
 
 

お
う
と
 
 

市
立
市
民
病
院
に
、
腹
痛
と
嘔
吐
を
訴
 
 

え
る
女
性
（
5
9
）
が
駆
け
込
ん
だ
。
診
 
 

察
し
た
長
澤
弘
明
医
師
（
5
4
）
は
、
こ
 
 

の
病
院
の
医
師
で
は
な
く
、
市
内
で
開
 
 

業
し
て
い
る
。
こ
の
日
、
当
直
医
と
し
 
 

て
診
療
に
追
わ
れ
た
。
 
 
 

今
春
ま
で
は
、
市
民
病
院
の
医
師
が
 
 

夜
間
救
急
の
当
直
を
担
っ
て
い
た
。
し
 
 

か
し
4
月
、
研
修
医
の
減
少
な
ど
で
、
 
 

‖
人
い
た
内
科
常
勤
医
が
9
人
に
減
 
 

少
。
大
学
病
院
か
ら
の
夜
間
の
診
療
応
 
 

握
も
半
減
し
、
夜
間
救
急
を
続
け
る
の
 
 

が
困
難
に
な
っ
た
。
こ
の
事
態
に
、
地
 
 

域
医
師
会
の
開
業
医
た
ち
が
応
援
に
乗
 
 

石 川 
福 井肇脚  
山 梨渾関澤置置謀  

長 野野笛薦罪深翠  
帳 皐群滞野貰許  

静 岡瀾諾礪郡緊  
愛 知蔑澤麗だ琵琶警  

三 重脚賢∵  
滋 賀苧蒜哉諾好評薫 

京 都蔓監蔓監詔蒜欝  

∩
『
ノ
 
 

全
国
平
均
．
1
人
 
 

2
 
 

一
 
 

朝
ま
で
絶
え
ぬ
 
 
 

救
急
患
者
 
 

大 阪  了  ：  
兵 庫 ∴  ：  
奈 良髄淋揃勢  
和歌山  ∴－‥∴1  

鳥 取 
島 根 
岡 山 
広 島潔韓鮮謂裾野  

山 口   
徳 島 
香 川驚喜撃取珊駆  
愛 媛 ‥－、：  
高 知帯研詳密転  

福 岡 
佐 賀 
長 崎管珊琴賢こし  
熊 本澗軍籍陛  
大 分  ●   －こ  
宮 崎坪野澤函  
鹿児島郡耶渾野暮  
沖 縄苧深索敵；  

り
出
し
た
の
だ
。
 
 
 

長
澤
医
師
が
、
腹
痛
の
女
性
の
エ
ッ
 
 

ク
ス
線
播
影
を
手
配
す
る
と
、
今
度
は
 
 

8
9
歳
の
女
性
患
者
が
運
ば
れ
て
き
た
。
 
 

「
発
熱
と
意
識
障
害
が
あ
り
ま
 
 

す
」
と
救
急
隊
か
ら
報
告
を
 
 

受
け
る
と
、
容
体
を
確
認
し
、
 
 

待
機
し
て
い
た
病
院
の
医
師
 
 

を
呼
び
出
し
た
。
入
院
が
必
 
 

要
と
判
断
し
た
重
症
患
者
は
、
 
 

病
院
側
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
 
 

な
っ
て
い
る
た
め
だ
。
 
 
 

翌
朝
7
時
ま
で
、
患
者
は
 
 

絶
え
な
い
。
l
睦
も
で
き
な
 
 

い
ま
ま
、
長
澤
医
師
は
、
朝
 
 

9
時
に
自
院
の
診
療
を
開
始
 
 

し
た
。
「
体
は
大
変
だ
け
ど
、
 
 

（
2
0
0
6
年
度
厚
生
労
働
省
調
査
な
ど
か
ら
作
成
）
 
 

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
市
民
病
院
と
地
 
 

域
医
療
に
役
立
ち
た
く
て
」
 
 
 

尾
道
市
医
師
会
（
片
山
寿
会
長
）
や
 
 

隣
市
の
松
永
沼
隈
地
区
医
師
会
員
ら
計
 
 

3
6
人
が
、
交
代
で
月
に
計
約
1
0
回
、
夜
 
 

間
当
直
と
休
日
日
直
に
参
加
。
手
当
は
、
 
 

市
と
市
民
病
院
が
支
出
す
る
。
市
民
病
 
 

院
の
太
田
保
病
院
長
は
「
地
域
の
仲
間
 
 

た
ち
が
、
病
院
の
危
機
を
救
っ
て
＜
れ
 
 

た
」
と
感
謝
し
て
い
る
。
 
 

患者の家族に説明する長澤弘明医師（右、尾  

道市立市民病院で）  
全 国     ■  

0人1 2  3  4  
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5つの緊急対策  

救
急
患
者
が
、
何
か
所
も
の
病
院
か
 
 

ら
受
け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
る
「
た
ら
い
 
 

回
し
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
救
急
 
 

病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
て
も
、
「
担
当
 
 

医
が
不
在
」
「
ベ
ッ
ド
が
満
床
」
な
ど
 
 

の
理
由
で
、
患
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
 
 

い
病
院
が
少
な
く
な
い
た
め
だ
。
 
 

開
業
医
も
 
 

病
院
救
急
に
 
 

積
極
参
加
 
 

出勤の要請を受け、消防署を出発する救  
急車（横浜市で）   

背
景
の
一
つ
に
、
本
来
な
ら
地
域
の
 
 

開
業
医
が
診
る
べ
き
軽
症
患
者
も
、
病
 
 

院
に
集
中
し
て
い
る
実
情
が
あ
る
。
 
 
 

都
会
の
ビ
ル
診
療
所
の
多
く
は
、
夕
 
 

方
以
降
は
連
絡
が
取
れ
な
い
。
夜
間
に
 
 

開
業
医
が
往
診
す
る
光
景
を
見
る
こ
と
 
 

も
少
な
く
な
っ
た
。
地
区
医
師
会
で
時
 
 

間
外
診
療
所
を
設
け
て
開
業
医
が
交
代
 
 

で
詰
め
た
り
、
輪
番
で
夜
間
・
休
日
診
 
 

療
に
あ
た
る
当
番
医
を
定
め
た
り
し
て
 
 

い
る
地
域
も
あ
る
が
、
深
夜
ま
で
診
療
 
 

し
て
い
る
例
は
少
な
い
。
 
 
 

さ
ら
に
患
者
側
も
、
検
査
設
備
が
整
 
 

っ
て
い
る
病
院
を
受
診
す
る
傾
向
が
強
 
 

。
 
 
 

こ
の
間
題
の
解
決
に
有
効
な
の
が
、
 
 

開
業
医
が
地
域
の
基
幹
病
院
に
交
代
で
 
 

詰
め
、
病
院
の
救
急
医
療
に
積
極
的
に
 
 

参
加
す
る
こ
と
だ
。
実
際
、
こ
の
方
法
 
 

で
成
果
を
上
げ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
 
 
 

東
邦
大
医
療
セ
ン
タ
ー
大
森
病
院
 
 

（
東
京
都
大
田
区
）
の
小
児
科
で
は
、
 
 

区
医
師
会
と
協
議
し
、
一
昨
年
か
ら
開
 
 

業
医
の
救
急
参
加
が
始
ま
っ
た
。
 
 
 

平
日
午
後
8
暗
か
ら
3
時
間
、
約
4
5
 
 

人
の
地
元
開
業
医
が
、
交
代
で
⊥
人
ず
 
 

つ
同
病
院
に
詰
め
る
。
時
間
外
の
急
患
 
 

（
⊥
日
平
均
約
3
0
人
）
の
う
ち
、
軽
症
 
 

者
1
0
人
程
度
を
診
察
し
て
い
る
。
参
加
 
 

す
る
開
業
医
の
手
当
は
、
区
と
大
学
が
 
 

負
担
す
る
。
 
 
 

病
院
勤
務
医
か
ら
は
「
お
か
げ
で
重
 
 

症
者
の
治
療
に
集
中
で
き
る
」
と
好
評
 
 

だ
。
同
大
小
児
科
の
松
裏
裕
行
准
教
授
 
 

（
5
1
）
は
「
地
域
の
小
児
科
医
が
一
体
 
 

に
な
っ
て
大
田
区
の
子
ど
も
を
守
ろ
 
 

う
、
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
た
」
と
話
 
 

す
。
 
 
 

慈
恵
医
大
第
三
病
院
（
東
京
都
狛
江
 
 

市
）
、
千
葉
市
立
海
浜
病
院
（
千
葉
市
）
 
 

な
ど
、
開
業
医
が
病
院
救
急
に
参
加
し
 
 

て
い
る
地
域
は
、
は
か
に
も
あ
る
。
地
 
 

区
の
医
師
会
は
、
基
幹
病
院
と
協
力
し
、
 
 

早
急
に
開
業
医
の
病
院
救
急
参
加
の
体
 
 
 

出動に備えて救急車内にある器具のチェックをする救急隊員（長野市中央消防署で）  
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5つの緊急対策  

1
1
9
番
通
報
時
の
緊
急
度
・
重
症
度
を
識
別
す
る
入
力
画
面
（
横
浜
市
で
）
 
 

制
作
り
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
 
 
 

不
要
不
急
の
救
急
搬
送
や
受
診
を
減
 
 

ら
す
こ
と
も
、
病
院
の
救
急
医
療
を
守
 
 

る
た
め
に
は
重
要
だ
。
 
 
 

横
浜
市
は
1
0
月
、
市
救
急
条
例
を
施
 
 

行
し
、
⊥
⊥
9
番
通
報
の
内
容
を
緊
急
 
 

度
・
重
症
度
に
応
じ
て
振
り
分
け
る
シ
 
 

ス
テ
ム
を
全
国
に
先
駆
け
て
導
入
し
 
 

た
。
司
令
セ
ン
タ
ー
の
指
令
管
制
貞
が
、
 
 

患
者
の
意
識
、
呼
吸
状
態
な
ど
の
情
報
 
 

を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す
る
と
、
緊
急
度
 
 

が
自
動
的
に
判
断
さ
れ
る
。
 
 
 

救
急
車
を
出
す
緊
急
性
が
な
い
と
判
 
 

定
さ
れ
た
場
合
は
、
求
め
が
あ
れ
ば
、
 
 

民
間
の
救
急
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話
 
 

を
転
送
す
る
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
 
 

看
護
師
ら
が
対
応
し
、
通
報
者
に
助
言
 
 

す
る
。
 
 
 

子
ど
も
の
救
急
で
は
、
休
日
・
夜
間
 
 

に
親
か
ら
電
話
を
受
け
付
け
、
医
師
や
 
 

看
護
師
が
相
談
に
応
じ
る
電
話
相
談
事
 
 

業
（
＃
8
0
0
0
番
）
が
、
国
の
助
成
 
 

で
4
年
前
か
ら
始
ま
り
、
4
4
都
道
府
県
 
 

で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
 
 

今
年
8
月
、
埼
玉
県
春
日
部
市
 
 

の
今
城
香
里
さ
ん
（
む
は
、
夜
 
 

9
時
過
ぎ
、
激
し
い
腹
痛
に
襲
わ
 
 

れ
た
。
お
な
か
に
は
赤
ち
ゃ
ん
が
 
 

い
た
が
、
出
産
予
定
日
よ
り
5
0
日
 
 

以
上
も
早
い
。
 
 
 

「
切
迫
早
産
か
も
」
。
夫
（
む
 
 

が
1
1
9
番
通
報
し
、
5
分
後
に
 
 

救
急
車
が
到
着
し
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
救
急
車
は
家
の
前
 
 

か
ら
動
か
な
い
。
受
け
入
れ
先
が
 
 

見
つ
か
ら
な
い
の
だ
。
救
急
隊
員
 
 

は
、
同
市
や
周
辺
の
5
医
療
機
関
 
 

に
電
話
で
要
請
し
た
が
、
こ
と
ご
 
 

と
＜
断
ら
れ
た
。
 
 
 

痛
み
は
一
向
に
引
か
な
い
。
 
 

「
ダ
メ
か
も
し
れ
な
い
…
…
」
。
夫
 
 

は
力
無
＜
つ
ぶ
や
い
た
。
 
 
 

よ
う
や
＜
見
つ
か
っ
た
受
け
入
 
 

れ
先
は
、
自
宅
か
ら
3
0
㌔
南
に
あ
 
 

る
川
口
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
。
到
 
 

着
し
た
時
、
通
報
か
ら
2
時
間
が
 
 

過
ぎ
て
い
た
。
幸
い
、
切
迫
早
産
 
 

切
迫
早
産
か
も
 
 

5
病
院
が
 
 

受
け
入
れ
拒
否
 
 

は
薬
剤
の
点
滴
で
抑
え
る
こ
と
が
 
 

で
き
た
。
「
あ
の
ま
ま
ど
こ
も
受
 
 

け
入
れ
て
＜
れ
な
け
れ
ば
、
と
考
 
 

え
る
と
ゾ
ッ
と
し
ま
す
」
と
今
城
 
 

さ
ん
は
振
り
返
る
。
 
 
 

残
念
な
が
ら
、
「
た
ら
い
回
し
」
 
 

に
ま
つ
わ
る
悲
劇
も
起
き
て
い
 
 

る
。
奈
良
県
の
大
淀
町
立
大
淀
病
 
 

院
で
は
一
昨
年
、
出
産
の
際
に
意
 
 

識
不
明
に
な
っ
た
女
性
が
、
1
9
病
 
 

院
か
ら
転
送
を
断
ら
れ
た
末
、
搬
 
 

送
先
の
病
院
で
死
亡
し
た
。
昨
年
 
 

は
、
同
県
内
か
ら
救
急
搬
送
さ
れ
 
 

た
妊
婦
が
、
9
病
院
で
受
け
入
れ
 
 

を
断
ら
れ
、
救
急
車
内
で
死
産
し
 
 

た
。
 
 
 

川
口
市
立
医
療
セ
ン
タ
1
の
栃
 
 

木
武
丁
病
院
事
業
管
理
者
（
産
 
 

婦
人
科
医
）
は
「
救
急
や
難
し
い
 
 

出
産
を
扱
う
医
療
の
体
制
は
、
病
 
 

院
、
開
業
医
、
都
道
府
県
が
協
力
 
 

し
て
整
備
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
す
 
 

る
。
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5つの緊急対策  

産
科
、
小
児
科
な
ど
の
病
院
勤
務
医
 
 

は
、
当
直
明
け
で
日
勤
を
こ
な
す
3
6
時
 
 

間
連
続
勤
務
が
常
態
化
す
る
は
ど
の
厳
 
 

し
い
労
働
実
態
に
あ
る
。
勤
務
医
が
疲
 
 

弊
し
、
病
院
を
辞
め
て
開
業
医
に
転
じ
 
 

る
な
ど
、
医
師
不
足
を
招
く
一
因
と
な
 
 

っ
て
い
る
。
医
療
の
質
を
低
下
さ
せ
、
 
 

安
全
を
損
な
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
 
 
 

ま
た
、
激
務
の
割
に
は
、
勤
務
医
の
 
 

給
与
は
、
開
業
医
に
比
べ
る
と
低
い
。
 
 

厚
生
労
働
省
の
昨
年
度
の
調
査
に
よ
る
 
 

と
、
開
業
医
の
平
均
年
収
が
2
5
3
2
 
 

万
円
だ
っ
た
の
に
対
し
、
病
院
勤
務
医
 
 

の
平
均
は
⊥
4
⊥
5
万
円
と
6
割
程
度
 
 

だ
。
 
 
 

病
院
の
勤
務
医
の
中
で
も
、
特
に
給
 
 

与
が
低
い
の
は
、
大
学
病
院
の
医
師
だ
。
 
 

国
立
大
学
医
学
部
長
・
付
属
病
院
長
会
 
 

議
の
調
査
に
よ
る
と
、
大
学
病
院
の
一
 
 

激
務
に
見
合
う
 
 

給
与
引
き
上
げ
 
 

叩
針
細
爛
叫
…
舗
－
 
 
Ⅷ
ぷ
巾
叫
▼
・
、
‥
．
↓
 
 

般
医
員
の
平
均
月
給
は
、
3
0
歳
の
場
合
 
 

に
国
立
大
学
で
約
3
0
万
円
、
公
・
私
立
 
 

大
学
で
約
3
5
万
円
と
、
一
般
病
院
の
同
 
 

医師の年収  

（2007年厚労省医療経済実態調査）  

開業医  

病院勤務医  

病院勤務医（国立病院）  

病院勤務医（医療法人）  

病院院長  

病院院長（国立病院）  

病院院長（医療法人）   

年
齢
の
医
師
（
8
5
万
円
）
に
比
べ
、
3
 
 

分
の
⊥
余
り
だ
っ
た
。
 
 
 

本
給
が
少
な
い
分
、
大
学
病
院
の
医
 
 

師
は
、
他
の
病
院
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
 
 

収
入
を
補
っ
て
い
る
。
国
立
大
学
の
場
 
 

合
、
月
平
均
約
2
7
万
円
を
他
の
病
院
で
 
 

の
診
療
や
当
直
な
ど
で
得
て
い
る
が
、
 
 

ア
ル
バ
イ
ト
が
多
い
と
大
学
で
の
診
療
 
 

が
お
ろ
そ
か
に
な
り
か
ね
な
い
。
 
 

0 1000 2000 3000 4000  

病
院
勤
務
医
の
疲
弊
を
防
ぐ
抜
本
的
 
 

な
対
策
と
し
て
は
、
医
師
を
増
員
し
た
 
 

り
、
医
師
の
業
務
を
看
護
師
ら
他
職
種
 
 

が
分
担
し
た
り
し
て
労
働
環
境
を
向
上
 
 

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
こ
 
 

れ
ら
に
は
時
間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
、
 
 

当
面
の
対
策
と
し
て
、
勤
務
医
が
激
務
 
 

に
見
合
っ
た
報
酬
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
 
 

給
与
を
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
。
 
 
 

2
0
0
2
年
度
以
降
、
手
術
、
投
薬
 
 

な
ど
医
療
行
為
の
価
格
を
定
め
た
診
療
 
 

報
酬
国
が
切
り
下
げ
ら
れ
、
病
院
経
 
 

営
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
、
人
件
費
 
 

の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
診
療
報
 
 

酬
の
改
定
は
通
常
2
年
に
⊥
度
行
わ
れ
 
 

る
が
、
次
回
（
2
0
⊥
0
年
度
）
改
定
 
 

を
待
た
ず
、
緊
急
に
引
き
上
げ
て
、
待
 
 

遇
改
善
の
第
一
歩
と
す
る
。
 
 
 

診
療
報
酬
の
改
定
は
、
病
院
の
産
科
、
 
 

小
児
科
、
救
急
な
ど
激
務
の
分
野
を
重
 
 

点
に
行
う
。
病
院
は
、
こ
れ
ら
の
診
療
 
 

科
の
医
師
報
酬
を
2
割
増
や
す
。
 
 
 

国
は
、
病
院
経
営
者
に
、
緊
急
改
定
 
 

に
よ
る
診
療
報
酬
の
増
額
分
を
医
師
の
 
 

報
酬
改
善
に
充
て
る
よ
う
指
導
す
べ
き
 
 

だ
。
 
 
 

な
お
、
大
学
病
院
の
勤
務
医
に
は
、
 
 

給
与
の
水
準
だ
け
で
な
く
、
正
規
職
員
 
 

で
な
い
医
師
が
多
い
と
い
う
問
題
も
あ
 
 

る
。
講
師
や
助
教
の
ポ
ス
ト
に
定
員
が
 
 

あ
り
、
非
常
勤
扱
い
の
医
師
が
半
数
近
 
 

く
に
の
ぼ
る
。
 
 
 

非
常
勤
の
医
師
は
、
給
与
が
日
給
制
 
 

で
、
年
収
は
3
0
0
万
円
程
度
に
と
ど
 
 

ま
る
。
あ
る
国
立
大
病
院
長
は
「
非
常
 
 

勤
医
師
は
、
正
職
員
と
違
い
住
宅
手
当
 
 

も
出
な
い
。
信
用
が
な
い
の
で
ロ
ー
ン
 
 

も
組
め
な
い
」
と
窮
状
を
訴
え
る
。
病
 
 

院
の
正
規
職
員
と
し
て
雇
用
を
進
め
る
 
 

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
 
 
 

国診刷酬  
保険医療では、手術など個々の医療  

行為の値段が、診療報酬点数（1点  
10円）で定められている。医療機  
関は、医療費の1～3割を窓口で患  

者から受け取り、残りを健康保険組  
合などに請求する。国は通常2年ご  

とに診療報酬点数を改定する。  

読売提言医療改革8  
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5つの緊急対策  

赤ちゃんの母親（左）と話す佐藤秀平医師（右）ら（9月22日、青森而の県立中央病院で）  

「
妊
娠
3
3
週
。
双
子
で
赤
ち
ゃ
ん
は
と
 
 

も
に
1
3
0
0
誓
。
す
ぐ
帝
王
切
開
し
た
 
 

い
の
で
す
が
、
2
人
受
け
入
れ
ら
れ
ま
す
 
 

か
？
」
 
 
 

青
森
市
の
青
森
県
立
中
央
病
院
総
合
周
 
 

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
。
先
月
、
新
生
 
 

児
集
中
治
療
室
（
N
I
C
U
）
に
い
た
網
 
 

塚
貴
介
部
長
（
4
8
）
に
、
佐
藤
秀
平
セ
ン
 
 

タ
ー
長
（
4
7
）
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。
救
 
 

急
車
で
搬
送
さ
れ
て
＜
る
予
定
の
妊
婦
に
 
 

つ
い
て
の
連
絡
だ
っ
た
。
 
 
 

「
い
い
で
す
よ
」
。
電
話
を
切
っ
て
、
 
 

N
－
C
U
の
3
人
の
若
い
医
師
に
「
今
日
 
 

は
総
出
だ
な
」
と
声
を
か
け
た
。
 
 
 

2
日
前
に
、
約
6
5
0
柑
7
の
極
少
体
重
 
 

で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
入
院
、
目
が
離
 
 

せ
な
い
状
態
だ
。
網
塚
部
長
は
、
前
日
の
 
 

夕
方
5
時
か
ら
午
前
3
暗
ま
で
赤
ち
ゃ
ん
 
 

の
血
圧
や
呼
吸
機
能
の
管
理
に
当
た
り
、
 
 

当
直
 
年
間
1
0
0
日
 
 

3
時
間
の
仮
眠
を
と
っ
た
だ
け
で
、
こ
の
 
 

日
を
迎
え
た
。
 
 
 

N
－
C
U
で
は
、
医
師
が
1
人
当
た
り
 
 

年
間
1
0
0
日
近
い
当
直
を
こ
な
す
。
 
 
 

顔
に
疲
労
の
色
が
濃
い
。
て
き
ば
き
と
 
 

受
け
入
れ
態
勢
を
指
示
し
な
が
ら
も
「
治
 
 

療
に
集
中
で
き
な
い
時
も
あ
る
。
赤
ち
ゃ
 
 

ん
に
し
わ
寄
せ
が
い
＜
の
で
は
な
い
か
と
 
 

思
う
と
怖
い
」
と
網
塚
部
長
は
語
っ
た
。
 
 
 

弘
前
市
に
家
族
を
残
し
、
単
身
赴
任
で
 
 

敷
地
内
の
寮
に
住
む
佐
藤
セ
ン
タ
ー
長
 
 

が
、
病
院
か
ら
外
へ
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん
 
 

ど
な
い
。
当
直
の
な
い
日
で
も
、
県
内
全
 
 

域
か
ら
緊
急
患
者
が
搬
送
さ
れ
る
た
め
、
 
 

連
日
連
夜
、
呼
び
出
し
が
か
か
る
。
 
 
 

「
私
た
ち
が
断
っ
た
ら
、
妊
産
婦
さ
ん
 
 

の
行
き
場
は
な
い
。
そ
の
使
命
感
だ
け
が
 
 

ス
タ
ッ
フ
を
享
え
て
い
る
」
と
話
す
。
 
 

9読売提言医療改革   



5つの緊急対策  

介護労働者と一般労働者の   
標準的な年収（男性）  

万円 ※常用一般労働者。  

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
医
療
だ
け
で
な
 
 

く
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
え
 
 

て
い
る
。
寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
っ
て
 
 

も
、
自
宅
な
ど
住
み
慣
れ
た
場
所
で
最
期
 
 

ま
で
暮
ら
し
た
い
と
望
む
高
齢
者
は
多
い
 
 

が
、
現
実
に
は
病
院
に
入
院
し
た
ま
ま
亡
 
 

く
な
る
人
が
8
割
を
占
め
る
。
 
 
 

よ
り
多
く
の
人
が
在
宅
で
過
ご
せ
る
 
 

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
在
宅
医
療
、
訪
 
 

介
護
の
職
員
・
施
設
に
 
 

手
厚
い
支
援
を
 
 

「
．
．
膚
l
ヨ
」
す
▲
‖
∴
 
 

800   

600  

400  

200   

0  

20 25 30 35 40 45 50 55  
～24～29～34～39～44～49～54～59  

問
看
護
、
訪
問
介
護
な
ど
の
医
療
・
介
 
 

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
欠
か
せ
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
介
護
を
担
う
人
材
の
不
足
 
 

は
深
刻
だ
。
2
0
0
3
年
度
、
0
6
年
度
 
 

と
2
度
に
わ
た
る
介
讃
報
酬
国
の
引
 
 

き
下
げ
に
よ
り
、
介
護
職
員
の
給
与
水
 
 

準
は
全
労
働
者
平
均
の
7
割
程
度
と
低
 
 

く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
仕
事
も
重
労
働
 
 

だ
。
離
職
率
は
2
1
・
6
％
と
、
全
産
業
 
 

国介護報酬  
介護保険制度で提供される介護サービスの  
公定価格。訪問介護、適所介護などサービ  
スの種類ごとに決められ、「単位」で表示さ  
れる。1単位は原則10円だが、人件費など  

の地域差を反映し、1単位最高10．72円と  
幅が設けられている。経営実態を考慮し、3  

年に1度見直され、次回の改定は2009年4  
月。  

平
均
よ
り
約
6
げ
も
高
い
。
 
 
 

介
護
施
設
や
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
 
 

を
行
う
事
業
所
も
、
収
入
減
で
経
営
が
 
 

悪
化
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
介
護
の
 
 

現
場
は
崩
壊
し
か
ね
な
い
。
 
 
 

老
後
の
安
心
を
享
え
る
に
は
、
来
春
 
 

の
改
定
で
介
護
報
酬
を
ア
ッ
プ
し
、
介
 
 

護
職
員
の
給
与
を
一
般
労
働
者
並
み
に
 
 

引
き
上
げ
る
べ
き
だ
。
さ
ら
に
、
人
員
 
 

を
多
く
配
置
し
て
個
別
ケ
ア
を
実
施
し
 
 

て
い
る
介
護
施
設
へ
の
報
酬
も
手
厚
く
 
 

し
、
経
営
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

現
在
、
介
護
給
付
費
の
2
分
の
⊥
を
公
 
 

費
で
賄
っ
て
い
る
が
、
公
費
負
担
の
割
 
 

合
を
高
め
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
 
 
 

報
酬
増
額
が
職
員
の
給
与
改
善
に
確
 
 

実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
 
 

ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
各
事
業
所
に
賃
金
 
 

水
準
な
ど
の
情
報
公
開
を
義
務
づ
け
る
 
 

こ
と
も
必
要
だ
。
 
 
 

質
の
高
い
介
護
職
員
の
養
成
も
急
務
 
 

だ
。
今
後
、
患
者
数
が
急
増
す
る
認
知
症
 
 

の
ケ
ア
に
秀
で
た
職
員
や
、
た
ん
の
吸
引
 
 

や
床
ず
れ
の
処
置
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
に
 
 

対
応
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
 
 

し
た
高
い
技
能
を
持
っ
た
職
員
の
働
き
に
 
 

は
、
報
酬
を
加
算
す
べ
き
だ
。
 
 
 

高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
、
介
護
 
 

す
る
側
も
、
さ
れ
る
側
も
高
齢
者
と
い
 
 

う
「
老
老
介
護
」
の
比
率
が
高
ま
っ
て
 
 

い
る
。
介
護
者
の
3
人
に
⊥
人
は
7
0
歳
 
 

以
上
で
あ
り
、
家
族
介
護
に
頼
る
に
は
 
 

限
界
が
あ
る
。
介
護
疲
れ
に
よ
る
虐
待
 
 

を
招
き
か
ね
な
い
し
、
医
療
の
必
要
性
 
 

が
低
い
の
に
長
期
入
院
す
る
「
社
会
的
 
 

東
京
都
世
田
谷
区
に
あ
る
特
別
養
護
 
 

老
人
ホ
ー
ム
「
博
水
の
郷
」
で
は
、
2
 
 

0
0
8
年
1
月
か
ら
3
月
の
間
に
、
介
 
 

護
職
員
が
8
人
辞
め
た
。
 
 
 

2
人
は
夫
の
転
勤
な
ど
が
理
由
だ
が
、
 
 

2
人
は
腰
痛
な
ど
体
調
悪
化
が
原
因
。
 
 

残
る
4
人
は
介
護
で
は
な
く
、
別
の
職
 
 

種
に
移
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
1
人
、
3
0
 
 

歳
代
の
男
性
は
「
寿
退
社
」
だ
と
い
う
。
 
 
 

「
女
性
が
結
婚
退
職
す
る
こ
と
を
 
 

『
寿
退
社
』
と
言
い
ま
す
が
、
介
護
の
 
 

世
界
で
は
、
結
婚
や
、
子
ど
も
が
生
ま
 
 

れ
る
の
を
前
に
『
こ
れ
で
は
生
活
で
き
 
 

な
い
』
と
、
男
性
職
員
が
辞
め
て
い
＜
 
 

こ
と
を
こ
う
呼
ぶ
ん
で
す
よ
」
と
田
中
 
 

雅
英
施
設
長
が
説
明
す
る
。
 
 
 

離
職
の
影
響
を
受
け
た
の
が
、
高
齢
 
 

者
が
短
期
入
所
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
 
 

（
1
8
床
）
だ
。
少
な
く
な
っ
た
職
員
で
 
 

3
か
月
で
 
 
 

8
人
辞
め
た
 
 

入
院
」
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
。
 
 
 

厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
、
要
介
護
 
 

認
定
者
数
は
、
2
0
ュ
4
年
に
、
今
よ
 
 

り
約
⊥
5
0
万
人
増
え
て
約
6
0
0
万
 
 

人
と
な
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
現
在
約
⊥
 
 

ュ
0
万
人
い
る
介
護
職
員
を
、
3
0
万
～
 
 

5
0
万
人
程
度
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
さ
 
 

れ
る
。
介
護
職
員
の
待
遇
改
善
と
人
材
 
 

育
成
を
急
ぐ
べ
き
だ
。
 
 
 

員
を
確
保
し
、
全
床
 
 

が
再
開
で
き
た
の
は
先
月
だ
。
 
 
 

介
護
の
現
場
で
は
、
景
気
回
復
と
と
 
 

も
に
人
手
の
確
保
が
難
し
く
な
り
、
と
 
 

り
わ
け
大
都
市
部
で
は
深
刻
化
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

川
崎
医
療
福
祉
大
学
（
岡
山
県
倉
敷
 
 

市
）
の
川
上
音
雄
講
師
ら
が
7
月
、
東
 
 

京
、
神
奈
川
、
干
葉
、
埼
玉
の
1
都
3
 
 

県
の
特
養
ホ
ー
ム
約
1
1
0
0
か
所
を
 
 

対
象
に
行
っ
た
緊
急
調
査
で
は
、
回
答
 
 

し
た
約
7
0
0
施
設
で
、
職
員
の
人
材
 
 

不
足
で
稼
働
で
き
な
い
ベ
ッ
ド
数
は
、
 
 

計
約
6
0
0
床
に
上
っ
た
。
 
 
 

田
中
施
設
長
は
「
人
件
費
や
物
価
が
 
 

介
護
報
酬
に
き
ち
ん
と
反
映
さ
れ
ず
、
 
 

人
材
が
流
出
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
 
 

は
、
在
宅
療
養
し
て
い
る
お
年
寄
り
と
 
 

家
族
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
 
 

ず
共
倒
れ
に
な
る
」
と
懸
念
す
る
。
 
 

無
理
を
す
れ
ば
、
事
 
 

故
の
恐
れ
も
高
ま
 
 

る
。
4
月
か
ら
や
む
 
 

な
＜
休
止
し
た
。
職
 
 

読売提言医療改革10  



5つの緊急対策  

凛
㌻
■
T
－
・
1
ユ
ニ
こ
．
り
二
∴
叫
∵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
．
 
 

転
換
せ
よ
 
 

［
‖
‖
「
‖
リ
 
＃
生
川
 
 

0
 
8
 
′
0
 
4
 
2
 
0
 
 

1
 
 
 

本
や
り
を
 
 
 

韓
国
 
 

ポ
ー
ラ
ン
ド
 
 

チ
ェ
コ
 
 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
 
 

ト
ル
コ
 
 

日
本
 
 

ス
ペ
イ
ン
 
 

イ
ギ
リ
ス
 
 

イ
タ
リ
ア
 
 

デ
ン
マ
ー
ク
 
 

ノ
ル
ウ
工
－
 
 

ス
ウ
工
－
デ
ン
 
 

オ
ラ
ン
ダ
 
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 
 

カ
ナ
ダ
 
 

ギ
リ
シ
ャ
 
 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
 
 

ベ
ル
ギ
ー
 
 

ド
イ
ツ
 
 

フ
ラ
ン
ス
 
 

ス
イ
ス
 
 

ア
メ
リ
カ
 
 

小
泉
政
権
誕
生
の
2
0
0
⊥
年
以
 
 

後
、
国
の
政
策
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
 
 

れ
た
の
は
、
財
政
再
建
を
重
視
し
た
構
 
 

造
改
革
路
線
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
 
 

「
聖
域
な
き
改
革
」
と
し
て
、
社
会
保
 
 

障
分
野
に
も
厳
し
い
歳
出
削
減
が
求
め
 
 

ら
れ
た
。
 
 
 

「
三
方
一
両
損
」
と
銘
打
ち
、
患
者
と
 
 

健
保
組
合
な
ど
の
負
担
増
と
、
診
療
報
 
 

酬
引
き
下
げ
に
よ
る
医
療
機
関
の
痛
み
 
 

を
同
時
に
求
め
た
こ
と
は
象
徴
的
だ
。
 
 
 

構
造
改
革
の
一
環
で
、
政
府
は
2
0
 
 

⊥
⊥
年
度
ま
で
5
年
に
わ
た
っ
て
、
高
 
 

齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
自
然
増
分
 
 

（
年
約
8
0
0
0
億
円
）
を
、
毎
年
約
 
 

2
2
0
0
億
円
ず
つ
、
計
⊥
兆
⊥
0
0
 
 

0
億
円
抑
制
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
 
 

現
在
も
堅
持
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
 
 

診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
が
削
減
さ
れ
、
 
 

医
療
・
福
祉
の
現
場
に
大
き
な
ゆ
が
み
 
 

が
生
じ
、
国
民
の
不
安
は
高
ま
っ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

財
政
再
建
に
取
り
組
み
、
社
会
保
障
 
 

費
が
野
放
図
に
膨
張
し
な
い
よ
う
、
不
 
 

必
要
な
歳
出
を
削
減
す
る
一
方
で
、
超
 
 

少
子
高
齢
社
会
に
必
要
な
分
野
に
は
財
 
 

削
減
す
る
な
ど
、
無
理
を
重
ね
 
 

て
い
る
。
 
 
 

国
民
医
療
費
が
ど
う
あ
る
べ
 
 

き
か
に
つ
い
て
、
英
国
の
例
が
 
 

参
考
に
な
る
。
 
 
 

日
本
の
G
D
P
（
国
内
総
生
 
 

産
）
に
占
め
る
国
民
医
療
費
の
 
 

割
合
は
、
O
E
C
D
（
経
済
協
 
 

力
開
発
機
構
）
加
盟
の
主
要
7
 
 

か
国
中
、
最
も
低
い
。
だ
が
、
 
 

従
来
、
最
低
水
準
に
あ
っ
た
の
 
 

は
英
国
だ
っ
た
。
 
 
 

英
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
（
⊥
9
 
 

源
を
投
入
す
る
べ
き
だ
。
「
2
2
0
0
 
 

億
円
の
抑
制
」
が
目
的
化
し
て
い
る
現
 
 

状
は
本
末
転
倒
で
あ
り
、
抑
制
一
本
や
 
 

り
の
路
線
を
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

政
府
は
、
2
0
0
2
年
度
以
後
、
診
 
 

療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
繰
り
返
し
 
 

た
。
病
院
の
経
営
が
悪
化
し
、
必
要
な
 
 

人
材
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
勤
務
医
 
 

の
疲
弊
を
招
く
な
ど
、
病
院
の
医
療
に
 
 

与
え
て
い
る
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。
 
 
 

凋
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
、
政
府
 
 

は
8
年
ぶ
り
に
、
医
師
の
治
療
の
技
術
 
 

料
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
診
療
報
酬
「
本
 
 

体
部
分
」
を
増
額
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
 
 

ね
ん
し
ゅ
つ
 
財
源
を
捻
出
す
る
た
め
、
中
小
企
業
の
 
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ら
が
加
入
す
る
協
会
け
 
 

ん
ぽ
（
旧
政
管
健
保
）
へ
の
補
助
金
を
 
 

診療報酬の改定率  

7
9
～
9
0
年
）
で
、
厳
し
い
医
療
費
抑
 
 

制
が
行
わ
れ
た
結
果
、
医
療
水
準
の
低
 
 

下
や
、
数
か
月
に
及
ぶ
入
院
待
ち
と
い
 
 

っ
た
事
態
が
起
き
、
英
国
民
の
医
療
へ
 
 

の
不
満
は
高
ま
っ
た
。
 
 
 

こ
の
た
め
、
ブ
レ
ア
前
政
権
（
9
7
年
 
 

～
0
7
年
）
は
、
医
療
費
の
大
幅
な
増
額
 
 

に
踏
み
切
り
、
G
D
P
比
で
の
国
民
医
 
 

療
費
で
0
4
年
、
日
本
を
追
い
抜
い
た
。
 
 

英
国
の
国
民
医
療
費
は
、
予
算
額
で
0
0
 
 

年
度
の
約
1
0
・
3
兆
円
か
ら
、
0
7
年
度
 
 

に
は
約
1
9
・
9
兆
円
へ
と
倍
増
し
た
。
 
 

長
期
間
の
入
院
待
ち
の
患
者
数
は
減
少
 
 

し
、
国
民
の
医
療
満
足
度
は
向
上
し
た
。
 
 
 

国
民
の
医
療
を
守
る
た
め
に
、
必
要
 
 

な
拠
出
を
惜
し
む
べ
き
で
な
い
こ
と
 
 

は
、
こ
れ
を
見
て
も
明
ら
か
だ
。
 
 

6
％
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